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４
月
６
日
、
平
成　

年
第
４

１９

回
の
町
教
育
委
員
会
を
開
き
、

次
の
６
件
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
①
…
町
人
権
セ
ン
タ
ー
設

立
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の
廃

止
に
つ
い
て　

町
人
権
セ
ン

タ
ー
条
例
が
３
月
議
会
で
も
承

認
さ
れ
、
４
月
か
ら
人
権
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

設
立
検
討
委
員
会
は
こ
れ
を

も
っ
て
終
了
と
し
ま
す
。

　

議
案
②
…
町
立
小
中
学
校
管
理

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て　

学
校
栄
養
士
の
職
名
で
、
学
校

栄
養
主
査
と
あ
っ
た
も
の
を
廃

止
、
ま
た
、
学
校
の
事
務
職
員
も

事
務
主
査
を
廃
止
し
、
事
務
主

幹
及
び
事
務
副
主
幹
の
職
名
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

 

議
案
③
…
平
成　

年
度
町
立
学

１９

校
評
議
員
の
委
嘱
に
つ
い
て　

平
成　

年
度
の
各
小
・
中
学
校
の

１９

学
校
評
議
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
ら
の
意
見
を
学
校
運

営
に
生
か
す
学
校
評
議
員
制
度

で
す
。
評
議
員
の
皆
さ
ん
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
案
④
…
平
成　

年
度
町
立
学

１９

校
主
任
等
の
任
命
に
つ
い
て

 

議
案
⑤
…
平
成　

年
度
町
立
学

１９

校
司
書
教
諭
の
任
命
に
つ
い
て

　

議
案
④
、
⑤
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
学
校
の
今
年
度
の
校
務
分

担
を
決
め
、
教
諭
に
任
命
し
ま

し
た
。

 

議
案
⑥
…
教
育
施
設
の
防
火
管

理
者
の
任
命
に
つ
い
て　

職
員

の
異
動
に
よ
り
、
町
公
民
館
、
下

榎
集
会
所
な
ど
の
防
火
管
理
者

を
変
更
、
新
た
に
任
命
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
新
た
に
設
置

　
　

　

根
雨
小
学
校
隣
り
（
旧
給
食
セ

ン
タ
ー
）
に
設
置
さ
れ
て
い
た
県

の
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
適
応
指

導
教
室
「
わ
か
あ
ゆ
教
室
」
が
、

４
月
か
ら
新
し
く
日
野
郡
３
町

と
伯
耆
町
で
運
営
す
る
「
ひ
の
が

わ
子
ど
も
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
諸
活
動
を
通

じ
て
学
校
へ
の
再
登
校
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
保
護
者
か
ら

の
相
談
も
受
付
け
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
第
４
回
町
教
育
委
員
会
開
催

１９

　４月１日付けで、山根美奈子さ

ん（野田・新任）と鳥居良光さん

（黒坂・再任）が、国から人権擁護

委員に委嘱されました。

　まちでは、すでに山田厚弘さん

（津地）が委嘱を受けており、町内

では３人の人権擁護委員が、差別

のない明るい社会の実現に向けて、

人権相談や街頭広報など人権尊重の啓発活動に励んでいます。

　人権相談は、毎月１回、山村開発センターで開いています。詳しくは、２３ページ「くらし

のカレンダー」をご覧ください。

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

 

人
権
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

山根美奈子さん 鳥居良光さん 山田厚弘さん

■
町
人
権
セ
ン
タ
ー
を
設
置

 

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
学
び
、
交
流
の

輪
を
通
じ
て
、
明
る
く

心
豊
か
な
愛
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
４
月
か
ら
下
榎

隣
保
館
に
「
町
人
権
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

町子ども育成会議からの提案
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ご
利
用
く
だ
さ
い

児
童
家
庭
相
談

　

近
年
、
少
子
化
や
核
家
族
化
の

進
行
、
共
働
き
家
庭
の
一
般
化
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
の
子
育
て
機
能
の
低

下
に
伴
い
、
児
童
虐
待
や
不
登
校

児
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、

子
育
て
や
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は

住
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
市
町

村
も
相
談
窓
口
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
窓
口
で
あ
っ
た
児
童

相
談
所
は
専
門
性
の
高
い
困
難
事

例
へ
の
対
応
や
、
市
町
村
の
後
方

支
援
と
い
っ
た
役
割
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

児
童
虐
待
に
気
づ
い
た
ら

　

平
成　

年
の
児
童
虐
待
防
止
法

１６

の
改
正
に
よ
り
、
保
護
者
以
外
の

同
居
人
に
よ
る
暴
力
の
放
置
や
配

偶
者
に
対
す
る
暴
力
が
子
ど
も
に

与
え
る
心
理
的
外
傷
も
児
童
虐
待

に
あ
た
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
児
童
虐
待
を
発
見
し

た
人
は
誰
で
も
市
町
村
や
児
童
相

談
所
へ
通
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
虐
待
が
疑
わ
れ

る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
迷
わ

ず
す
ぐ
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。
親

は
し
つ
け

・

・

・

の
つ
も
り
で
も
、
子
ど

も
の
側
か
ら
す
る
と
心
身
に
悪
影

響
を
被
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
に
な

り
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
は
、

彼
ら
に
と
っ
て
の
最
善
の
利
益
を

第
一
に
考
え
、
一
人
の
人
間
と
し

て
尊
重
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要

で
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
で
は
虐
待
を
は
じ

め
と
す
る
保
護
を
要
す
る
児
童
な

ど
の
協
議
の
場
と
し
て
「
日
野
町

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」

を
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
早
期
発
見
や
保
護
を
図
り
ま
す
。

■
相
談
・
連
絡
先
■

役
場
健
康
福
祉
課
（
電
話　

‐
０

７２

３
３
４
）

米
子
児
童
相
談
所
（
電
話
０
８
５

９
‐　

‐
１
４
７
１
）

３３

　昭和２２年５月３日、「国民主権・基本的人権の尊重・平和主義」を基本原則とする日本国憲法が施行
されたのを記念し、毎年５月１日～７日は「憲法週間」に定められています。週間中は、全国でさまざ
まな行事が開かれます。
　県西部では次の行事が開かれます。
　
■鳥取地方法務局による特設人権相談所
会　場　山村開発センター
日　時　５月７日（月）午後１時～午後３時
問合せ　鳥取地方法務局人権擁護課
　　　　（電話０８５７-２２-２２８９）

■裁判傍聴・裁判所見学会
会　場　鳥取地方・家庭裁判所米子支部
日　時　５月１１日（金）午前９時１０分～正午
定　員　３０人
申込先　鳥取地方裁判所米子支部庶務課（電話０８５９-２２-２２０５）

■
５
月
５
日
～　

日
は
児
童
福
祉
週
間

１１

５月１日～７日

■県弁護士会による無料法律相談
会　場　鳥取地方・家庭裁判所米子支部
日　時　５月９日（水）午前１０時～午後３時
定　員　２５人程度（当日受付順）
問合せ　県弁護士会（電話０８５７-２２-３９１２）
　　　　※ただし、当日は鳥取地方裁判所米
　　　　子支部（電話０８５９-２２-２２０５）へお問
　　　　合せください。


